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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修＞
・令和2年度　第7回院内・苑内合同研修
日　時：18日（水）17:30～18:30
場　所：メモリアルホール
テーマ：「医療ガス・安全使用のポイント」
講　師：医療ガス委員会　委員長　柴田南緒Ns
・看護グループ内研修
日時：　11月20（金）13：15～
場所：　病院2階　会議室
テーマ：「リスクマネジメント②」
講師：　松村SGM
日時：　11月24（火）13：15～
場所：　病院2階　会議室
テーマ：「精神症状の看護」
講師：　上野SGM
日時：　11月26（金）13：15～
場所：　病院2階　会議室
テーマ：「高齢者支援制度について」
講師：　大川SW
＜全体連絡＞
・デイナイトケア利用者様の自動販売機の利用について

⇒青風荘入居中の利用者様はデイナイトケア利用中に自動販売機を利用できないため、青風荘に入居していない利用者様は来所前に買ってきてもらうようにする。
＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
・青陽館11月19日16：00～エレベーター点検実施
＜利用者様情報＞

デイケア
・浅坂　政美様　～青明舎　森氏より情報提供あり。介護区分が要支援2でおりた為、サービス切り替えをし、デイケア利用は終了となる予定。11/24（火）13:30から、本人、家族、包括職員、森氏で面談を実施予定。通所週2回、ヘルパー週2回導入可能との事。今春からバス路線の変更に伴い、バス停までの距離が遠くなり、これから冬季間の降雪や凍結で転倒のリスクが高い為介護保険サービスへ切り替える事が本人の負担軽減になるのではないか、後は主治医の意見次第である事を森氏へ伝え、終話している。
・畠山　諭様　　～外来看護師より情報提供あり。本人より電話あり、「自宅に居ても家族に邪魔にされるし、精神科の病院とつながっていたいた方が良いと思うので。」とデイケア利用希望あり。以前見学していたこともあり、利用開始について主治医に確認してもらいたいとのこと。前回、受診時より内服に関してはしっかり行っていると話す。主治医確認し、利用許可あり。デイケアのスタッフと利用開始については直接相談してもらうこととした。その後デイケアに電話があり、外来と同様の内容を話しており本日来所するとの事。来所後は各プログラムに参加している。利用頻度については「出来れば毎日通いたい。」と希望があり、これまで通院先を転々としている事や足に電気が走るような痛みと快感がある等まとまりのない発言がある。
・二川目　健治様～H27年11月よりデイケアを利用開始している。来所中は、就労支援プログラムに参加し、就労開始に向け準備を行っていた。最終来所日は2020年5月。その際は失業中であり、就労先を探しているとスタッフへ話していた。11月10日、本人様より電話連絡があり。今月よりリサイクル関連の企業に障害者枠で本採用となったとの事。また、定期外来が土曜日で休みも主に土日となるとの事で、デイケア利用を終了したいと話している。主治医へ報告し、本日で利用終了となる。
デイナイトケア
・木村　義重様　～青風荘より情報提供あり。起床後より腹痛の訴えが聞かれており下痢便が何度か観察されていたとの事。朝食は主食と汁のみ全量摂取し他は残照していたとの事。来所前のバイタル測定ではBP151/108㎜Hｇ、T37.0℃で腹痛は訴えは聞かれていなかったとの事。本日のデイナイトケアでは来所後のバイタル測定でBP117/67㎜Hｇ、T36.6℃であったが、トイレ籠りが観察されていた。昼食は殆ど摂取せず、その後も活気ない様子が観察されており12：20より約30分トイレに籠っている。その際、便器の周りに便をとび散らかし下衣や上靴にも便の付着がある。その後の検温ではT37.0℃で、本人からも体調不良の訴えが聞かれているため13：00に早退となる。
・鈴木　真知子様～10：45階段扉方向へ歩いて行き、スタッフの声掛けにも扉を開けて階段を降りようとしており、スタッフ介入している。その際、「帰りたい」との発言聞かれている。その後は、階段扉の方へ向かうことなくプログラムに参加している。昼食はほぼ全量摂取している。
ショートケア

特記する利用者様はおりません。
